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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和７年９月24日（水）午前10時00分 ～ 午後０時15分

開 催 場 所 公安委員会室

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

総 務 課【決 裁 事項 】 １ 苦情の受理について（３件）

総 務 課２ 行政文書部分開示の決定について

留置管理課３ 令和７年度留置管理業務「実地監査」の実施について

委 員：重点項目のうち、女性被留置者の対応の中で仙台

、中央警察署と若林警察署に集中するとのことだが

仙台以外だと女性被留置者は男女一緒に留置して

いるのか。

指 導 官：女性被留置者はすべて仙台中央警察署か若林警察

署に移送して留置している。

委 員：では気仙沼警察署など遠隔地の場合も女性の場合

仙台に移送しているのか。

指 導 官：その通り。取調べ担当者がその都度仙台市内に赴

き取調べ等を実施している。

これについては警察庁から全国統一の指示が出て

いるため、現在は男性と女性を一緒に留置できな

いこととなっている。

。委 員：性同一障害に関する対応はどのような状況なのか

指 導 官：戸籍の性別が変わっていればそれに従い対応する

が、そうでない場合は本人の申立てや着衣等の状

況から総合的に判断を行うため、例えば男性であ

っても女性留置施設に入れる場合もある。これに

ついても警察庁から全国統一の指示があるものの

現状県内でそのような対応はない。

監 察 課４ 審査請求の裁決案について

生活安全企画課５ 風俗営業者に対する風俗営業及び飲食店営業の営業停止命令

に係る聴聞の実施について

生活安全企画課６ 風俗営業者に対する風俗営業及び飲食店営業の営業停止命令

について

交通企画課７ 飲酒運転根絶活動推進委員の辞職承認及び新規委嘱の上申に

ついて

運転免許課８ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

県民安全対策課【報 告 事項 】 １ 令和７年８月中におけるストーカー規制法に基づく禁止命令

の実施結果について

交通規制課２ 交通規制の意思決定について（令和７年９月分）

委 員：近日中に仙台市中心部で大型商業施設がオープン

する予定となっているが、交通渋滞が懸念される

ところであり、周辺住民や学校関係者への注意喚

起は行っているのか。
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課長補佐：企業の担当者と連携し、車両誘導に関する動線や

。周辺の警備員の配置について打合せを行っている

委 員：今後仙台みちのくよさこいまつりと全日本大学女

子駅伝も控えているので、しっかりと対応してい

ただきたい。

課長補佐：承知した。

運転免許課３ 「外免切替」制度の見直しについて

委 員：今回の外免とは自分の国で免許を取得していない

外国人が日本に来てから日本で免許を取得すると

いう認識でいいのか。

管 理 官：外国人が自国で取得した免許を日本の免許に切り

替えるものである。

委 員：それが今までは免許取得の基準が甘かったが、今

回厳格化されるとの報告を受け安心した。

管 理 官：今回の改正で日本人と同じような試験内容に変更

したものである。

委 員：宮城県の運転免許センターでの外免切替の取扱い

状況はどうか。

管 理 官：令和７年中だと８月末現在で370人の合格者がおり

前年同期比で73人の増加となっている。

委 員：最近話題になっているが、日本の踏切は海外には

なく、歩行者の問題でもあるものの外国人が絡む

踏切事故が非常に増えている。外国人に対する踏

。切の知識確認は今回の厳格化に含まれているのか

管 理 官：今回の厳格化で、日本人の学科試験と同じように

50問となったため当然踏切に関する知識を問う問

題も含まれるほか、技能試験においても、これま

では踏切の通過は必須ではなかったが、今回の厳

格化で踏切通過が必須となっている。そういった

ところで知識と技能の両面から踏切についての認

識を日本のレベルに合わせて取得してもらうこと

で改善が図られるものと考えている。

委 員：引き続きしっかりと対応していただきたい。

管 理 官：承知した。

警 備 課４ 公安条例許可申請について（令和７年８月分）

警 備 課５ 小型無人機等の飛行に関する通報について 令和７年８月分（ ）

警 備 課６ 「第48回全国育樹祭・地方事情御視察」お成り警衛警備の概

要について


